
「賽
さい

の河原」とは、辞書によれば「いくら

続けても役に立たない、むだな努力」とあり

ます。

負債問題に取り組んだ、ある先輩は、もが

き、苦しみ、怒る小生に「負債問題は『賽の

河原』で、いくら真剣に取り組んでも、次か

ら次へと新しい負債問題（負債を抱える経営）

が発生して、終わりのない仕事である」と言

いました。何十年たった今でも、あたかも昨

日言われたごとく、その言葉は鮮明に脳裏に

残っています。そして反発したことも…。

負債問題が議論されるときに問題となるの

が、負債問題はこの世からなくなるのか、な

くならないのかという議論です。当然、この

場合の負債とは固定化負債、つまり償還困難

1

な負債で、前向きな「収益増や経営安定をめ

ざす」一時点な“負債”ではありません。

なぜでしょうか。本当に負債問題は「賽の

河原」なのでしょうか。そうであるとすれば、

その背景や根源的な要因はどこにあるのでし

ょうか。反省も込めて整理し、あえて関係者

の批判を受けたいと思います。

結論は「負債問題は常に新しく古い問題で

あり、人間が経営を行う限り、他の産業同様

必ず生じてくる問題である」と…。

負債対策にかかわった20数年の間には、悲
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しい、怒りに満ちた事例や、「よかった、本

当によかった」と農家の方とともに喜んだ事

例もあり、思い出が走馬灯のように浮かんで

きます。

そのうち特に印象に残った事例を紹介した

いと思います。

〈事例①〉ヨーロッパ並みの大規模で効率的

な酪農経営をめざす夢いっぱいの新酪農村事

業が導入された北海道別海町。若い後継者は

父親の代からの借金数千万円を引き継いでい

ました。

長男であるがゆえに重い鎖をなぜ引きずら

ねばならないのか。職業選択の自由な時代に…。

暗いうちから働き、月が昇ってようやく仕事

を終える。「働いても働いても利息も払えな

い」と、ボソっとつぶやく後継者の声が今で

も耳に残っています。

ただただ、一心不乱に汗水たらして働く青

年の姿には「身体に気をつけて頑張ってくだ

さい」という言葉以外にありませんでした。

何の足しにもならない“虚しい言葉”しか伝

えることができなかった自分に怒りすら感じ

ました。誰が彼をそうさせたのか…。彼を取

り巻く支援組織は何を考えているのか…。何

をしてあげられたのか、何をしてあげている

のか。

本誌「明日への息吹　北海道別海町の新酪

仲間の20年」（No.227～232で連載）で紹介さ

れた事例のように、１億円を超える固定化負

債を、本人と家族の力を中心に仲間の力と農

協のバックアップで乗り切り、「牛飼いはい

ま、最高に面白い」と語るまでに経営再建を

成し遂げた経営者もいることも事実ですが、

なぜ、40歳代の独身の彼には仲間がいなかっ

たのでしょうか。

〈事例②〉畜産経営で一番大事な共同経営者

である妻も「借金の存在すら知らなかった」。

そんな経営に出会いました。パートナーであ

る妻をはじめ、家族全員がある日突然農協に

呼び出され、初めて4000万円を超える、増え

続ける借金があることを告げられ、「頭の中

が真っ白になった」といいます。

経営者である夫に、ただただ、「なぜ、ど

うして」と責め立てるしかなかったと回顧す

る妻、「心配させたくなかった。借金が家族

に知られることが怖かった。息子に家に居て

ほしかった。農協もどんどん貸してくれたが、

いつも不安な日々だった」となぜかホッとし

たように語る夫。新車をせびって乗り回して

いた息子は、どんな気持ちで受け止めたので

しょうか。

その後、家族は「お父さん稼ぐ人、私たち

使う人」という関係であったことに気がつき、

反省し、家族全員が力を合わせて、夫は外に

働きに出かけて入りを増やし、息子たちは親

に感謝し、我慢して出を抑えることになった

そうです。それまでには「怒鳴り合い、涙を

流し合う時間が必要であった」といいます。

家族経営とは、家族の役割とは何か、そし

て、「打ち出の小
こ

槌
づち

」になっていた農協の役

割・責任は何か。当然、経営者として、後先

も十分考えずに安易に農協の“やさしさ”に

甘んじていた責任は免れませんが、この後、

“使う人”であった息子も真剣に経営に参加
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していると聞いて、何かホッとし、「必ず再

建間違いなし」と心の中でエールを送りまし

た。今ごろこの息子さんはどうしているでし

ょうか。経営を引き継ぎ、青空を仰ぎ「酪農

は面白い！」と叫んでいるのでしょうか。

〈事例③〉ある農協の師走のある朝の出来事

です。

来年度の経営計画を相談に来た50歳代初め

と思われる経営者と農協の営農担当者。机を

挟んで、経営者がおずおずとゴツゴツとした

手で書類を出し口を開こうとした途端、「そ

の背広はどうした。そんな金があるのか！ど

んな状況か分かっているのか！」（営農担当

者）と激しいしっ責の声。

少し間をおいてボソっと「…もらった」

（経営者）と沈んだひと言。一瞬あたりが凍

りつくような雰囲気を感じました。そう感じ

たのは私だけか、ほかの職員の方々は黙々と

仕事をしています。

２人のやり取りは徐々にエスカレートし、

まさに窮
きゅう

鼠
そ

猫を噛
か

むの状況になり、経営者は

「オレが借金してやっているからテメエら食

えているのだろう！はんこを勝手に押してい

るのはオマエらだろう。オレは押した覚えは

ない！」とまさに開き直り、怒鳴り散らし、

荒々しく帰っていった後ろ姿にはなんともい

えない虚しさと寂しさがにじんでいました。

また、農協へ頭を下げにくるのだろうに…。

なぜ、ここまで経営が悪化してしまったのだ

ろうか。それまでは互いに笑顔で来年の経営

計画について話に花が咲いていただろうに…。

あとで聞くとやはり「固定化負債が１億円

近くなり、農協経営にも大きな影を落として

いる。人の話に耳を傾けず、営農指導に協力

的でなく、口を開けば出てくる言葉は『農協

が悪い。国が悪い。経営内容が分かっていな

がら、金を貸した方が悪い…』と経営者とし

ての自己責任を回避するばかり。お手上げで

す」とのこと。

見通しのない者に、畜特資金を貸し続けて、

何の意味があるのだろうか。何のためにさま

ざまな委員会や審査会、支援組織があるのだ

ろうか。あの経営者はどんな道をたどってい

ったのでしょうか。また、営農指導員もまた

重たい何かを背負って、その後どのような解

決策を見出していったのでしょうか。

〈事例④〉同じタイプの肥育牛舎が、棟を並

べ建っています。ＡさんとＢさんが同時に入

った肉用牛団地です。どこの県でもみられる

ごく普通の風景。しかし、牛舎内に入るとま

ったく異なっていました。

経営成績も技術成績も優秀なＡさんの牛舎

は、ちりひとつない整理整頓された、悪臭の

ないきれいな牛舎。ふんひとつ見当たりませ

ん。飼槽の食べ残しもきれいに掃除され、ウ

オーターカップにもワラの１本も入っていま

せん。指に伝わる水も冷たく、いかにもおい

しそうです。牛たちもゆったりと横
おう

臥
が

し反
はん

芻
すう

しています。ハエがいたか分からない、そん

な牛舎でした。

一方、多額の固定化負債を抱えるＢさんの

牛舎はＡさんの牛舎とはまったく正反対。牛

舎内は、クモの巣が目立ち、器材類が乱雑に

置かれ、敷料が通路にまで散乱し、悪臭に満



ちていました。除ふんは何日前にやったのだ

ろうかと思えるほど泥
でい

濘
ねい

化して、牛はあたか

も戦国武士のように固まったふんの鎧
よろい

をまと

い、落ち着かない様子。

飼槽の食い残しには、ハエが群がり、一足

歩くごとに飛び立つ有り様。ウオーターカッ

プにはいろいろなゴミやふんまでが混入し、

生暖かい。みるからに牛でも飲まないと思え

るような状態で放置されていました。

営農指導員の農協職員は「Ｂさんは牛舎よ

りパチンコ屋が好きで…」。力士は土俵に、

野球選手はグラウンドに稼ぎ場があるよう

に、肥育農家にとって稼ぎ場は牛舎そのもの

ではないか。職場環境が悪くて“牛”という

労働者が気持ちよく働けるだろうか。もうか

らない責任は農協や国にあるのだろうか。こ

の事例は「否」というほかありません。

Ｂさんに真剣に考えてもらいたかったので

すが、当日本人は“用事がある”とのことで

在宅すらしてもらえませんでした。国民の大

事な税金を使い、畜特資金の利子補給事業は

行われていることを知っているのか、疑問と

怒りを感じました。なぜこのような生産者に

手を差しのべなければならないのか。仕事を

サボる労働者には賃金は支払われません。わ

れわれサラリーマンには借金したからといっ

て、だれも利子補給をしてくれません。

〈事例⑤〉経産牛20数頭の規模で、２人の子

どもたちを関西と東京の大学に出せるのでし

ょうか？　この経営規模では専業でメシを食

うのは素人が考えても難しい。よくて400万

円がいいところ。技術的に問題があれば、せ
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いぜい300万円そこそことみるのが至極当然。

どうして２人の子たちに月10万円も20万円も学

費・生活費として仕送りできるのでしょうか。

経営の赤字は、実は子どもたちの生活費と

いう“エサ代”であり、牛のエサ代だけでは

ありませんでした。結果として、もろもろの

負債の累積は成牛１頭当たり80万円近いもの

になっていました。どうやって返済できるの

か、支援の限界を超えているとしかいいよう

がない経営でした。

地元の指導者も主な原因は分かっていて、

畜特事業の対象者としていました。いろいろ

理由があってのことと思いますが、「真面目

に一生懸命やっている人で、不慮の事故など

がない限り、『経営』が悪くなり“負債農家”

になった農家はごくまれ」と現場の指導者の

方々は異口同音に言います。石油ショック、

BSEの発生、平成の畜産危機といわれる世の

中をひっくり返すほどの急激な経済的変化が

ない限り、“ごくまれ”といえるのかもしれ

ません。

しかし、同行していただいた普及員の方は

「子どもの教育は重要なこと」と農家の肩を

持ち、その重要性を力説しました。普及員に

対して「失礼だが、あなたの給与はそんなに

高いのか。子どもの教育に熱心になるのはよ

く分かる。否定するつもりはない。だからと

いって、経営活動以外の経費を“畜産経営の

赤字”として畜特資金対象農家にし、利子補

給を行うのはいかがなものか。まったく問題

ないと考えているのか。あなたを含めわれわ

れサラリーマンは給与が低いからといって借
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金しても誰かが利子補給してくれますか。

『蟹
かに

は甲羅に似せて穴を掘る』といわれます

ね」と…。子どもの教育ということだけに、

後味の悪い経験でした。

リピーターとなりつつある農家の方をみ

て、この時、「畜産への支援は甘くないか。

本当にこれでよいのか」とフッと不安が頭を

横切ったことを覚えています。「日高の馬は

農協を食い、青森の馬は米を食い、福島の馬

はタバコを食う」という、昔経験した言葉を

思い出しました。「牛も農協を食う」のかと…。

〈事例⑥〉毎年5000万円近い赤字を計上しな

がら、給与を“経費”として、１家族当たり

毎月40万～50万円出している5戸の共同経営

がありました。共同経営といいながら、実質

は家族経営の集合体にすぎず、技術も経営も

個々バラバラ。そこには短期計画（戦術）も

中長期計画（戦略）もありません。まさに借

金経営の砂上の楼
ろう

閣
かく

。その結末がどういうも

のであるか、構成員である農家の方々にはう

すうす分かっていますが、毎日の生活を確保

することが大事。口に出すのも怖い。「皆で

渡れば恐くない」状態でした。

当然同行した県、農協、普及所、試験場、

畜産会などの担当者も十分承知しています。

にもかかわらず、誰もその危うさを口にし、

体でぶつかり、手を差しのべようとしない。

否、手を差しのべてあげられる状況ではなか

ったのかもしれません。少なくとも第三者の

私にはそう思えました。北海道から導入した

高い素牛であるにもかかわらず、搾乳牛たち

の蹄は野球のグローブのように伸び、日銭稼

5

ぎのためか無計画に子牛を保留し、牛舎通路

はいっぱいの状態。

「なぜ、どうして…」という思いで、「ま

さにタコが自分の足を食い生き延びているよ

うなもの。大変な事態。この何億円という借

金を誰が責任を取り負担するのか。この借金

は誰の借金でもなく、まさに実質的な経営者

であるあなたがた皆さん一人ひとりの借金で

すよ。借金の責任を誰がとるのですか、ここ

におられる指導者の方々は最後は誰も助けて

くれませんよ。支援組織の方々も、削蹄の支

援も出来ないのですか」と語気を強めて問い

ました。誰もが口を閉ざし、回答はありませ

んでした。

沈黙の後、ただひとり生産者の妻が涙を流

しながら「そんなことは分かっています。生

活費がかかるの…。どうすればいいの！」と

席をけって立ちました。今でもその時の気ま

ずい思いは忘れることはできません。

帰りの車中、「ありがとうございました。

普段顔を合わせていない第三者の方だから言

えることで、私たちは言えないのです」と言

われた私は、「畜特資金は単なる低利資金の

融通だけでなく、車の車輪のように経営再

建・安定のための指導を、行政と関係団体が

一体となって行うものではなかったのでしょ

うか。そこに意味があるのでは？ただのんべ

んだらりと畜特資金を貸し続けることは、真

綿で首を締め、その時が来るのを皆で見てい

る無責任な行為といえませんか。結果的には、

生産者にとっても決してよい手法ではないと

思います」と、虚しい分かり切った反論をし
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た記憶が鮮明に残っています。

「そんなことは言われなくとも分っている。

あなたには何か効果的手段があるのか。あれ

ば教えてほしい」。その目で無言の抗議。何

の解決策も出せませんでしたが、その後ほど

なく「削蹄師を確保できた。負債問題につい

て話せるようになった」と耳にしました。指

導とは何か、支援とは何か。自問自答を繰り

返しました。

〈事例⑦〉70歳にあと数年で手が届きそうな

肉用牛肥育農家。累積赤字は2000万円弱で、

農協や普及所や家畜保健衛生所などの関係者

の支援を真
しん

摯
し

に受けとめ、家族が力を合わせ

努力すれば再建可能と思われる飼養歴のある

生産者。しかし、残念ながら周りの支援者の

助言に耳を貸しません。口を開けば、「国が

悪い、農協が悪い。今までおまえたちは口を

開けば頭数を増やせ、この補助事業をやって

みろと、無理やりやらせてきた。農協に借金

がある身だから、ただただ受け入れてきた。

その結果が今だ。この境界線から一歩でも足

を踏み入れてみろ、不法侵入で警察に訴えて

やる」とわめく。悲痛な抗議でした。一般論

でいえば、この人も、かつては周りの人の話

はなんでも受け入れる“人のよい”協力的な

牛飼いであったのかもしれません。ただ一つ

経営能力に欠けた…。

経営は量、質で計らなければなりません。

負債農家に対して、負債に至った原因の分析

などを十分にせずに、「収入を増やせ→それ

頭数規模の拡大だ、支出を減らせ→それ経費

の（平均的）削減だ」と安易な手法に走るき

6

らいはなかったのでしょうか。

収入を増やすには確かに頭数を増やすこと

が直接的で分かりやすいでしょう。でも、エ

サ代などの経費も増える、労働力も増える、

場合によっては牛舎を広げなければなりませ

ん。すなわち増頭はプラス面だけでなく経費

増と危険負担の増加が伴うことを知らねばな

りません。当該生産者が受け入れ、消化でき

るものかどうかを常に念頭に置き、ち密かつ

濃密な指導・支援が必要です。

「規模の拡大」とは「経営規模」の拡大で

あって、イコール「頭数規模」の拡大ではあ

りません。まずは、牛舎環境はどうか、無駄

な労働はないか、肥育日数は妥当か、分娩間

隔短縮の可能性は、疾病抑制の可能性はない

のか、無駄なエサや添加剤はないのか、給与

したエサはちゃんと牛の腹に入っているの

か、経営者としての認識・能力はあるか、な

どなど、まさに原点に戻って調査・分析し、

本来の経営環境に戻すことこそが肝要ではな

いかと思います。

生産性の向上を図ることで、同じ経費の投

入で現状以上の収入増を図ることができま

す。同時にコストの削減にもつながります。

まず、負債農家に陥った生産者に内在する力

を再発見させ、自信を引きだし、再建への展

望を、自分のものにするように仕向ける活動

こそ、支援者、コンサルタントの役割ではな

いでしょうか。穴の空いた、たらいに水をど

んなに注いでも、水はたまりません。ただ穴

を大きくするだけです。

この経営者は残念ながら、あくまでも関係
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者の指導・支援を拒み、畜特資金を打ち切ら

れたと聞きます。やむを得ない措置です。し

かし、こうなった責任は生産者だけにあった

のでしょうか。関係者にも反省すべき点はな

かったのでしょうか。なにか割り切れない複

雑な気持ちだけが残った事例でした。

〈事例⑧〉訪ねたお宅は牛舎の２階。壁の替

わりに選挙ポスターなどのベニヤ板で仕切ら

れたものでした。最初から戸惑いを感じ、何

をどのような言葉でお聞きしたらいいのか

…。乳雄の肥育経営で、奥さんがひとり出迎

えてくれました。ご主人は朝晩、牛飼いを手

伝い、昼間は日雇いの働きに出ていました。

あいさつがすみ、経営内容、技術内容への問

いかけに、彼女から実にすばらしい理路整然

とした誤りのない答えが間を置かずに返って

きました。関係者から提出された書類の内容

と一寸違わず、技術面から経営面まで指標と

される数値を答え、その上で現在の経営状況

と改善課題まで説明し切りました。なぜこの

ような人が多額の固定化負債を抱え、厳しす

ぎる生活を強いられる“どん底”まで落ち込

んだのかが理解できませんでした。

しかし、よく聞くとご多分に漏れずご主人

の人の良さ、経営管理能力の欠如、家族の非

協力・無関心（結果的にいえることですが…）

などがこの現状を招いたといいます。気が付

いた時にはすでに数千万円の負債に膨れ上が

り、アリ地獄の様相を呈していました。経営

は農協の管理下に置かれ、子どもの給食費以

外は営農担当部長の押印なくしては、お金は

一切使用できない状態でした。

7

この関係が農協にとって、生産者にとって

一番良いものであったのかどうかは分かりま

せん。しかし、ここまでに至る過程で、他の

選択肢はなかったのか、疑問と相方に対する

怒りで支援関係者に質問をぶつけてみました。

「このような状況までにした責任はどこに、

誰にあるのか。当然経営者として全責任はあ

るが…。また、このような経営状況にあるに

もかかわらず、生産者に数十万円にのぼる共

済保険をかけねばならないのか。営業課長が

半強制的に加入させているようですが。それ

に年々漸増していますがどういうことです

か」と。

会議室に居並ぶ関係者は一瞬黙し、少し経

って営農部長いわく「責任の重さは国を含む

行政が40％、農協が30％、生産者が30％だ。

共済保険の大部分は生命保険だ。農協として

当然のこと。何かがあったときには貸付金を

回収しなければならない。家族にとっても意

味のあることだ…」と。この回答を聞いてあ

る意味でホッとしつつ、現実の厳しさを思い

知らされました。

私にとって救いはただひとつ。生産者のK

さんが一言も「国が悪い。農協が悪い」と言

わず、家族とともに黙々と経営再建に努力し

ていることです。厳し過ぎる現実から逃避せ

ず「遅いですが、今、目が覚めました。畜特

資金を貸していただいて助かっています。生

きる力になっています」といってくれた最大

のパートナーである奥さんの言葉に、涙が込

み上げるうれしさを感じたことが今でも熱く

思い出されます。
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〈事例⑨〉「負債農家は本心では早くつぶれて

ほしい。多額の負債をもつ畜産農家は当農協

にとって迷惑そのもの」と言い切る営農課長。

私は、「迷惑だというが、畜産農家との取引

は、どれだけ農協の収入に寄与してきたのか

考えたことがあるのか。耕種農家の何戸分に

も何十戸分にも相当するのではないか。今ま

での経過（累積寄与率）を無視して、現状だけ

をみて評価するのはいかがなものか」と反論。

しかし、都市近郊の農協にとって減り続け

る畜産農家数は、うま味のない重荷でしかな

いのも確か。「一人が万人のために、万人が

一人のために」というスローガンにすがりつ

き、情に訴えてもどうにもならないのが現実。

他の構成員が認めないでしょう。このような

畜産過疎地域ではどのような支援・指導が可

能なのか、論理的主柱をどこに求めていった

らよいのか、そもそもが成立しえないのか、

早晩答えをださなければいけない課題です。

〈事例⑩〉「うれしいです。あと一息です。畜

特資金で助かりました。首をつらずにすみま

した。支払い利息が減ったことも大きいこと

でしたが、家畜保健衛生所などの専門の先生

方が本当に親身になって技術的にも助けてく

れたことが、大きな力になりました。自信が

付きました。ノートを付けるようになり、今

ではすべての数字が頭に入っています。いろ

いろな研修会にもできるだけ参加するように

しています。長い時間がかかりましたが、家

族のきずなも強まって、家族全員の協力で負

債はすべて返済できました。あとは自己資金

の蓄積です」と、本当ににうれしそうに感謝

8

を述べる酪農家のNさん。これが、畜特資金

がめざした成果です。素晴らしい事例でした。

以上、みてきましたように、固定化負債か

ら脱却して自己資本を蓄積して経営の体質が

強化され“生まれ変わった経営”がある一方、

固定化負債が解決できずに、畜特資金のリピ

ーターとなっている経営もあります。なぜで

しょうか。

畜特資金は昭和48年の第１次畜産経営特別

資金を皮切りに、昭和56年の酪農経営負債整

理資金、昭和63年の大家畜経営体営強化資金

など、平成20年に実施された大家畜特別支援

資金まで36年間に25本の資金が打ち出され、

延べ26万3000件を超す農家の方々に8000億円

を優に超える融資が実施されたといいます。

これにより今の畜産があるといっても過言で

はないでしょう。昭和48年、昭和54年の２回

にわたるオイルショック、BSEの発生、100年

に一度といわれる世界的な経済不況の中に

あって、もしこの対策がなかったらどうなって

いたでしょうか。現在、酪農経営、肉用牛経

営、養豚経営計11万2000戸強が、さまざまな

課題を抱えながらも踏ん張り、国民に安全・

安心な畜産物を安定的に供給してくれていま

す。そこを大いに評価しなければなりません。

次回は畜産経営が他作目の経営に比べ、な

ぜ負債経営に陥りやすいのか、家族経営とは

なにか、「賽の河原」を避けるためにはどう

したらいいのか、個別経営に視点をおいて述

べてみたいと思います。

（筆者：（社）全国肉用牛振興基金協会事務局長）
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自給飼料の有効利用を図る上で重要な、稲

発酵粗飼料の研究において、飼料イネ向けの

品種の育成、専用収穫・調製機械の開発、良

質なロールベールサイレージの調製技術およ

び乳牛や肉用牛への給与技術に関する研究が

積極的に取り組まれています。4―6）

飼料イネの作付面積は平成11年度の73haか

ら平成15年度は5000ha、平成20年度は8931ha

までに拡大しています。今後、飼料イネの生

産・普及が期待されている中で、稲発酵粗飼

料の高品質化のための調製・長期貯蔵および

安定的な通年供給技術の確立が極めて重要で

す。

そこで、これまでの農林水産省委託プロジ

ェクト研究での成果を中心として、自給飼料

増産に向けた高品質稲発酵粗飼料の調製技術

について紹介します。

黄熟期で収穫する飼料イネは水分65％以下

のものが多く、比較的良質発酵できる適当な

水分範囲であり、ダイレクトカット収穫が可

能です。

１）飼料イネの付着微生物菌種構成と

可溶性炭水化物含量

稲発酵粗飼料の発酵品質に影響する要因を

追究し、発酵品質の改善を図るため、飼料イ

ネ（品種：はまさり、クサホナミ、ホシアオ

バ、クサノホシ、ユメコガネ、はえぬき、む

つほまれ）のサンプルを集め、材料草に付着

する微生物の菌種構成と乳酸菌発酵基質であ

る可溶性炭水化物（WSC）含量を分析しま

した。

その結果、飼料イネには好気性細菌、カビ

および酵母が高い菌数レベルで付着するのに

対して、乳酸菌は低い菌数レベルで分布する

ことが示されました。特にサイレージ発酵品

質の決め手である乳酸桿菌は低い菌数レベル

でしか分布しないか、ほとんど検出されませ

んでした。飼料イネから分離された乳酸菌株

は耐酸性が弱く、pH4.0以下では生育しませ

ん。MRS液体培地で培養した場合、乳酸の生

成量が少なくなりました。

一方、WSC含量をみると、はまさり、ク

サホナミ、ホシアオバおよびクサノホシ品種

はじめに

材料草の条件と
稲発酵粗飼料の発酵特性



の乾物中のサッカロースやグルコース、フル

クトースの含量は、それぞれ乾物中約１％、

0.3％および0.4％前後であり、トウモロコシ

に比べはるかに低いことが示されました。

２）稲発酵粗飼料の発酵品質

飼料イネの茎は堅い中空構造であり、トウ

モロコシなどの飼料作物に比べ、サイロ内に

残存する酸素量が多いため、嫌気条件の保持

が困難です。1～3）自然発酵に依存して調製さ

れた稲発酵粗飼料では、乳酸含量が低く、酪

酸含量が高い劣質な発酵パターンとなりやす

く、トウモロコシサイレージのような良好な品

質のものを得ることは難しいと考えられます。

１）収穫時期の把握　

イネのTDN含量は完熟期で高いですが、

生育が進むとモミのふんへの排出率が高くな

ります。ふんへ排出されるモミの養分を勘案

しても、TDN収量が最大になるのは、黄熟

期です。モミの消化性と収穫時の脱粒性を考

慮すると、黄熟期（出穂後30日ころ）に収穫

するのが最も適当です。専用収穫機でダイレ

クトカット収穫する場合は、必ずこの黄熟期

に収穫します。それに対して、刈った後２～

３日予乾する体系の場合は、刈り倒し後に水

分を下げること（予乾）ができるので、収穫

適期は糊熟期～黄熟期と幅をもたせることが

できます。熟期の判定に当たっては、出穂後

の日数、穂の状態を目安とします（表）。た

だし、稲の登熟は、高温多照条件下では促進

され、低温少照条件下では遅延しますので、

登熟期の気象経過に注意しなくてはなりませ

ん。雨のなかでの収穫は高水分サイレージと

なり、発酵品質が低下しますので避けるべき

です。特に予乾を伴う作業体系の場合、気象

予報で２～４日間程度の晴天を見込んでから

収穫を開始します。なお、脱粒しやすい品種

の場合には、刈り取りを早めて（糊熟期）、

脱粒を極力回避します。

２）梱包密度

飼料イネ専用ロールベーラおよびモアー・

牧草汎用型ロールベーラ体系では、乳酸発酵

を促進するため、材料中の空気を排除して成

形性のよいロールを作ると同時に、ロールの

梱包密度を高める必要があります。梱包密度

の目標値は150kg/m3以上ですが、密度が低い

場合、乳酸菌や尿素などの添加物を利用して

発酵品質と貯蔵性を改善することができま

す。また収穫する際、土砂が材料に混入しな

いように心がけます。

梱包密度が優れる細断型ロールベーラ

（MR810、次頁図1・左）が開発され、その収

穫作業は、１台のトラクタでフォレージハー

ベスタと細断型ロールベーラを駆動するワン

10
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調製

表. 飼料イネの熟期の判定方法
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マン体系、フォレージハーベスタからボンネ

ットワゴンに受けた材料を細断型ロールベー

ラに投入する定置作業体系およびフォレージ

ハーベスタ駆動トラクタと細断型ロールベー

ラ駆動トラクタで併走する伴走体系が利用さ

れています。

近年、軟弱地でも効率的に収穫・細断・梱

包できる細断型ホールクロップ収穫機

（WB1020、図1・右）も市販されています。

細断ロールベールの梱包密度は、原物密度換

算で約5 0 0 k g /m 3と乾物密度換算で約

200kg/m3、飼料イネ収穫専用機の1.5倍以上

と高密度を示しています。細断ロールベール

の成形がよく、長期貯蔵してもサイレージ発

酵品質は良好で、カビなどの発生は少ないと

されています。

３）ラッピング

ロール梱包後、空気に長期間さらされてい

ると、好気性微生物は材料草中の単少糖を消

費するため、できるだけ短時間でラッピング

作業を完了し、フィルム６重巻きで完全に早

期密封します。水田で２～３層に仮ラッピン

グし、保管場所へ移送後に再ラッピングして

合計６層巻きにすることが有効です。

４）運搬　

水田ほ場と牛舎が近接していない場合に

は、ほ場で調製されたロールは牛舎近くへ移

送します。また、水田と畜産が離れている地

域では稲発酵粗飼料は流通飼料としても利用

されるため、丁寧な運搬作業が求められます。

ラッピング後のロールベールは、フィルムの

小さなピンホールでもカビ発生などの変敗の

原因となります。ラッピング後に運搬する場

合、ロールベールの積載、積みおろしには細

心の注意が必要です。水田と畜産農家の距離、

作業人員、運搬手段および作業機などを事前

に検討し、ラッピングの場所と運搬方法を考

慮するとともに、フィルム破損防止策をとる

ことが重要です。万一、フィルムが破損した

場合には直ちに補修します。

１）乳酸菌添加

乳酸発酵能力が優れ、稲発酵粗飼料の品質

改善効果を有する優良菌株「畜草１号」凍結

乾燥添加剤が商品化されています（図2）。

「畜草１号」は水溶・噴霧タイプで、調製現

場での添加量は発酵粗飼料用稲の新鮮材料草

１ｔ当たり５ｇです。水道水で溶かして添加

することもできるので、ロール20個分の添加

液調整時間は５

分程度です。添

加方法はロール

ベーラに装着す

る自動添加装置

で集草しながら

添加物の利用

図2. 乳酸菌「畜草1号」
添加剤

図1. 細断型ホールクロップ収穫機

WB1020MR-810



噴霧するか、市販の動力式噴霧器で添加して

もよいようです。

「畜草１号」を添加した稲発酵粗飼料では

無添加区に比べ、乳酸菌数が高まり、不良菌

である好気性細菌、酪酸菌およびカビの菌数

が減少します。また、乳酸菌を添加した稲発

酵粗飼料はpHが低下し、乳酸が多く作られ、

その発酵品質は向上するとともに、その長期

貯蔵性も改善されます（図3）。

２）尿素添加

尿素を添加したサイレージでは、材料自体

のウレアーゼ活性により貯蔵中にアンモニア

が生成し、開封後の好気変敗を抑制し、嗜好

性と飼料価値を高めます。尿素添加は水分含

量の低い予乾サイレージに適しています。飼

料イネなどのように粗タンパク質含量の少な

い材料に対して尿素を添加すると粗蛋白質補

給の効果があります。

近年、ロールベーラ積載型

の尿素添加装置が開発され

（図4）、予乾飼料イネを安定品

質で省力・低コストに調製す

る技術が確立されています。

尿素の添加量は生重当たり約

１％です。

尿素を添加した稲発酵粗飼

料はpHとアンモニア態

窒素が高くなり、サイレ

ージのＶ－スコアが低く

なりますが、栄養価が向

上し、貯蔵性が安定する

効果があります。尿素処

理は低コストで取り扱いやすいですが、給与

できるまでの貯蔵期間は長く、100～120日程

度が必要となります。尿素処理したサイレー

ジはＶ－スコア評価に適していないとされて

います。

稲発酵粗飼料の生産拡大に伴って、多数の

ロールベールを安定的に長期間保管しなけれ

ばなりません。多くの要因でロールベールラ

ップの破損、ゆるみなどが発生すると貯蔵中

に糸状菌が増殖して腐敗し、給与できなくな

り多大な損失となります。最も重視すべき点

はサイレージの嫌気的条件を給与まで確保す

ることであり、保管場所の選定、貯蔵管理法、

鳥獣害対策を取ることが望ましいと考えます。
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長期保管技術

図3. 稲発酵粗飼料の添加調製（左）と発酵品質（右）

尿素液タンク�

電磁弁�

飼料イネ� （吉田原図）�

電磁弁�

第1、2散布筒�

第3散布筒�

図4. ロールベーラ積載型尿素連続添加装置
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１）保管場所の選定

保管場所は台風などで冠水が予想される場

所は避け、排水良好な平坦な場所を選定しま

す。屋外保管ではコンクリート盤上がもっと

もネズミの食害を受けにくく、砂利を敷いた

場所も有効です。

２）たい積と管理法

梱包密度の低いロールの場合、縦置き、２

段積み程度とします。コンバイン型専用機で

収穫したロールベールの場合、下段ベールは

穂を上向きに定置するとネズミの食害を受け

にくくなります。次に鳥害を回避するために、

ロールベール全体を防鳥ネット、テグス、網

などで覆うことが有効です。テグスはたい積

した高さまで２～３段に張るのが効果的で

す。保管場所が裸地の場合、草木はネズミ、

昆虫が集まりやすく、移動空間となりますの

で定期的に除草します。

貯蔵期間中は定期的に点検を行い、フィル

ム破損を発見したら速やかに補修するか、早

期に給与します。フィルム破損したロール数

が多く、給与するまでに長期貯蔵せざるを得

ない場合は再ラッピングすることが望ましい

でしょう。

３）貯蔵管理のポイント

飼料イネロールベールサイレージの調製・

貯蔵過程において、貯蔵管理が不適切ではロ

ールベールサイレージの廃棄量が多くなりま

す。また飼料イネサイレージの貯蔵中にフィ

ルムが破損した場合、乳酸菌添加の有無にも

かかわらずサイレージは変敗していること、

乳酸発酵が十分に行われていない飼料イネサ

イレージは貯蔵中に糸状菌が増殖し、変敗し

ていることが農家現場でもよくみられます。

調製または貯蔵に失敗した場合の劣質な飼料

イネサイレージは家畜が採食しないことや、

それを給与した場合、病原性菌や糸状菌の増

殖による家畜の健康状態も危惧されます。

長期に貯蔵するためには以下のポイントに

留意する必要があります。①サイレージ調製

の適期に収穫し、土砂が混入しないように調

製する、②成形性のよいロールを作り、フィ

ルム６層巻きで早期に密封する、③ロールを

運搬する際、フィルムを傷付けないようにす

る、④排水良好な場所で縦積み２段以内にす

る、⑤シートや網ネットなどをかけて鳥獣害

を防ぐ、⑥貯蔵中は定期点検を行い、フィル

ム破損が発生した場合は速やかに補修する、

といったことです。

飼料イネの栽培、収穫、調製、貯蔵など各

過程において、栄養分の損失をできるだけ少

なくすることは、嗜好性のよい飼料イネサイ

レージ作りのポイントとなります。カビによ

る変敗を防ぐには、良質で調製することと同

時に、ラッピング後の運搬や鳥獣害の防止な

ど気密性保持を心掛ける必要があります。

（筆者：（独）農研機構畜産草地研究所　上席研究員）
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徳島県畜産研究所では、さまざまな未利用資源の有効活用に取り組んでいます。今回は、

不要となった飼料タンクの有効活用について検討しましたので紹介します。

飼料タンクは、FRP製タンクとタンクを支える外枠からできています。このうち、FRP製

のタンクについては、汚水処理施設として利用されている事例もありますが、飼料タンクの

外枠の利用についてはあまり耳にしません。

そこで当研究所では、飼料タンクの外枠を活用し、既存の草架に比べサイレージ損失の少

ない低コスト草架を作製しました。

1．支柱を対象牛群の頭頂部よりも高く、手

持ちの作業機械で投入できる高さ（2ｍ程度）

に合わせて下部を切断します。

2．あらかじめ市販チェーンを網目状につな

ぎ合わせます。

この時の注意点ですが、網目の１マスの

大きさは、事故を防ぐため、牛が頭を突っ

込んでしまうことがない大きさにする必要

があります。当研究所で作製したものは、

１マスが20cm×20cmとなるように調整し

ています。

3．上部の支持枠にチェーンの末端部をつな

ぎ止め、ロールベールサイレージの投入部

を網かご状に作ります（写真1）。

（写真1）上部支持枠　チェーン接続部

作り方

（写真2）下部支持枠　鉄板により牛の侵入を防止
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1．草架の形状が円形となって、同時に多くの牛

が採食することが可能となりました（写真4）。

2．草架の高さを頭頂部よりも高くすることで、

草架上部からの採食による地面へのサイレージ

の引き込みがなくなりました。

3．サイレージの投入部をチェーンで網かご状に

することにより、採食時に投入部である網の部

分が自由に動くため、サイレージが引き込まれ

にくくなりました。（写真4）採食風景

特徴

120kg/個のロールベールサイレージを、当研究所で作製した草架に投入し、５頭のホルス

タイン種未経産牛に給与して、その損失割合を調べました。結果、サイレージの損失は16.9%

であり、既存の縦置型や横置V型のもの

よりも低減されました（表）。

（筆者：徳島県立農林水産総合技術支援センター畜産研究所　研究員）

ロールベールサイレージの損失割合

4．下部の支持枠には、上部支持枠面と同程度

の鉄板などをのせて固定し、草架下部への

牛の侵入を防ぎます（写真2）。

5．支持枠と支柱の接合部の補強をします。

以上で完成です（写真3）。

（写真3）飼料タンク外枠から作った草架


